
定稿    一肝細胞脂肪化：2500♀j4M、肝－クッハ○一細胞肥大：2500♂♀＿15・24M、肝一好  
塩基性巣増加：2500♂＿15M、肝丁混合細胞巣増加：1000以上♂＿24M・2500♀  

15M・1000♀j4M、腎一腎症：2500♀＿15・24M）  

・Mice 混餌投与（250，500，1000pp血）、2年間 

（♂：30，60，145，♀：45，110，255mg肱g／day）  

体重1（1000♂・250以上♀）  
血液学的検査侃BCl：1000♂♀＿15M、Hgbl・Hcり：1000♂－15M）  
血液生化学的検査仏1P†： 

15M、Bil†：1000♂＿3M・250以上♂J・15M・1000♀JM） 

変異原性  

・Ames試験（m98，mlOO，m1535，m1537）：  
陰性（Withandwithoutmetabolicactivation）  

・染色体異常試験（CHOcells）  

陰性（Withandwithoutmetabolicactivatiop）   

入鹿康影  Ames試験及び染色体異常試験が陰性であるが、NoEL15mg／kgIdayであることから第二   

垂判定根  

拠   

環境調査’  検出範囲   検出限界  

※1   水質   S56   0／18  1～5（〝g／U  

底質   S56   0／18  0月1～0．2（〟g／g・血y） 

魚類  

備考   ※1S57版「化学物質と療境」（環境省凛境保健部環境安全諌）  

．㌧．サーL・J∴．か，・．＿＿。，、・甘心■＿．   
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匪童画  
既存化学物質審査シート   

3‾86  CASNo・98偲8   

判定案  人健康影響 第二種監視化学物質相当   

名称  名 称：（トリフルオロメチル）ベンゼン  

構造式等  

F   ク彗卜      F   

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

Ames   陰性  

純度≧98％．溶媒（DMSO－溶解）．プレート法  
m98，mlOO，m1535，TA1537，WP2uvrA．  

5000pg／plateまで実施した用量設定試験結果を参考に以下の濃度まで実施・  

（本試験り  

ーS9mix群：1000Jlg／plat是（TA1535：50011g／plate以上で菌の生育阻害  

mlOO，TA1537：最高用量で菌の生育阻害）  
2000Jlg／plate（TA98：1000FLg／plate以上で菌の生育阻害  

WP2uヤrA：最高用量で菌の生育阻害）  

＋S9mix群；1000〃g／plate（TA1535：500ILg／plate以上で菌の生育阻害  

m1537：最高用量で菌の生育阻害）  
2000〃g／plate（TA98，mlOO，WP2uvrA‥最高用量で菌の生育阻害）  

（本試験Ⅲ）  

－S9mix群：1000pg／plate（TAlOO，TA1535，TAl537：  
500メェg／plab以上で菌の生育阻害  

m98，WP2uvrA：最高用量で菌の生育阻害）  
＋S9mix群：1000pg／plate（m1537：500FL如1ate以上で菌の生育阻害  

m1535：最高用量で菌の生育阻害）  

2000Jlg／plate（TA98：1000pg／plate以上で菌の生育阻害  
mlOO，WP2uvrA：最高用量で菌の生育阻害）   

染色体  陰性   

異常   純度≧98％．溶媒（DMSO－溶解）．・CHL〟U．  
1．早出釘血L（10血M）まで実施した細胞増殖抑制試験の結果を参考に以下の濃度まで実施・  

ーS9mix群：1．5mg／mL  
＋S9mix群：1．5mg／mL  

24時間処理群‥0．3mg止血（細胞毒性のため里塾感組まで観察）  
48博聞処理群‥0．3m封印L（細胞毒性のため0．15mg血Lまで観察）   

反復軽口投与  

毒性・生殖発   99．7％  
生毒性併合試   

験  
3投与群（20，100，500mgnig／day）  

侃epro恥Ⅹ）   本試験（100：♀1／12、500：♂1／12・♀1／12→投与ミス、  

500二♀1／12→分娩後死亡）  

NOEL  反復投与：20mg／kg／day  

生殖発生睾性：20mg／kg／day未満   

15  
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匪定稿  
推定根拠  反復投与  

相対重量偶干†：100以上♂・500♀）  

組織学的所見由一′J、集中心性肝細胞肥大：100以上♂♀、  

腎一近位尿細管硝子滴・近位尿細管壊死・近位尿細管拡張・  

近位尿細管塩基性化：100以上♂）  

生殖発生毒性  

新生児体重1：20以上  

他の毒性  反復投与  

血液生化学的検査（TP仁Alb†・Cho†・TG†・PL†・Glul：500♂）  

絶対重量相干†：500♂♀、腎†：500♂）  

相対重量（腎†：500♂）  

組織学的所見（胸腺一皮質萎縮：500♀）  

生殖発生毒性  

新生児生存率1：500  

回復性  実施せず   

人健康影  Am占s試験及び染色体異常試験が陰性であるが、NOEL20mg／kg／day（生殖発生毒性につ   
響判定根  

拠   

備考   

】  ＿－「サー．止＿   
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匪頭  
既存化学物質審査シート  

3‾503  CASNo・25154‾52‾3  

判定案  人健康影響 第二種監視化学物質相当  
生態影響 第三種監視化学物質相当【審議済み】   

名称   名 称：ノニルフェノール   

構造式等   

OH 1、（亡蟻一叫   ／てク   
分解性  難分解性   

蓄積性  高波緬性でない   

Ames   陰性  

純度≧99．0％．溶媒（DMSO一溶解）．  
m98，mlOO，TA1535，m1537，WP211VrA．  

5000pg／plateまで実施した用量設定試験結果を参考に以下の濃度まで実施・  

（本試験Ⅰ）  

－S9mix群：12．5FLg／plate（TA98，TA1537：3．131Lg／plate以上で菌の生育由害）  
TAlOO，TA1535：6．？5FLg／plate以上で菌の生育阻害）  

50Jlg／plate（WP2uvrA：25．Opg／plate以上で菌の生育阻害）  

＋S9mix群‥；50pg／plate 

200FLg／plate（TA98，WP2uvrA：100〃gね1ate以上で菌の生育阻害）  

（本試験Ⅲ）  

－S91nix群‥1立．5Ilg／plate（TAlOO，TA1537‥3．13Jlg／plate以上で菌の生育阻害）  
TA98，TA1535：6．25FLg／plate以上で菌の生育阻害）  

50FLg／plate（WP2uvrA：25．OILg／plate以上で菌の生育阻害）  
＋S9mix群二50FLg／plate（TAlOO：25．OFLg／plate以上で菌の生育阻害  

m1535，m1537：最高用量で菌の生育阻害）  
200Jlg／plate（TA98，WP2uvrA：100〃g／plate以上で菌の生育阻害）   

染色体  陰性   

異常   純度≧99．0％．溶媒（DMSO一溶解）．CHL／IU．  
0．3mg／mLまで実施した細胞増殖抑制試験の結果を参考に、以下の濃度まで実施  

rs9mix群：0．060mg／mL（細胞毒性のため0月30皿g／mLまで観察）  

＋S9mix群：0カ60mg／mL  
声4時間処理群：P．050mg／mL（細胞毒性のため0．025mg／mLまで観察）  
48時間処理群：0．025皿g／mL（細胞毒性のため0．0125mg／mLまで観察）   

28日間  

反復投与   99％  

用量   4投与群（4，15，60，250mg化g／day）  
ユ｝‾‾‾－JJメ 

死亡  

NOEL  1‘5mg／kg／day  

推定根拠  相対重量（肝†：60以上♂・250♀）  

組織学的所見（腎一間質性細胞浸潤；60以上♀）  

他の毒性  体重1：250♂  

尿検査（尿量†・尿比重1：250♂♀、摂水量†：250♀）  

尿沈漆（扁平上皮細胞†・′J、円形上皮細胞†：250♀）  

血液学的検査田gbl・Hctl：250♀）  
血液生化学的検査（TG†：250♀、TP†：250♀：J■1BⅦ町†－こCll・P†‥250♂）  
絶対重量（肝†：250♂♀、腎†：250♂）   

＿1ご   



相対重量（腎†：250♂）  

剖検所見（盲腸一拡張：250♂♀）  

組織学的所見（肝－′ト集中心性肝細胞肥大：250♂♀、  

腎一皮髄境界部近位尿細管好塩基性化・集合管好塩基性化・集合管拡  

張：250♂♀、  
腎一腎孟粘膜単純性過形成・皮髄境界部近位尿細管単細胞性壊死・円  

柱・腎孟拡張：250♀、  
膜胱一移行上皮単純性過形成：250♂．♀）  

腎†、腎一皮質境界部近位尿細管好塩基性化・集合管拡張・円柱  回復性   

［EU－RAR・化学物質有害性評価書より引用］  

反復投与  

・Rat、強制経口（25，100，400mg耽由、28日間   

NOAEL：100mgIkg  
体重1（400♂♀）  

摂餌量1（400♂♀）  

血液生化学的検査（BUN†・CHO†・GlⅥ1：400♂）  

相対重量（腎†・肝†・精巣†：400♂）  

組織学的所見（腎一近位尿細管硝子滴沈着：400♂、  

肝一門脈周囲肝細胞空胞化：400♂）   

・Rat、混餌投与（200，650，2000ppm）（15，50，140mg／kg／day）、90日間   
NOAEL：50mg丑g／day  

体重1（140♂♀）  

血液生化学的検査（AST†・M†：140♀）  
組織学的所見（肝一肝細胞壊死：140♀、腎一尿細管石灰化：140♂）   

・Rat、混餌投与（200，650，2000ppm）（15，50，160mg此g／day）、3世代   
LOAEL：15mg／kg／dAy  

体重1（160♂♀）  

相対重量（腎†：50以上♂・160♀）  

組織学的所見（腎一尿細管変性／拡張：15以上♂♀）   

・Rat、強制経口（100，250，400皿g耽g）、10週間  

死亡：100以上   

生殖発生毒性  

・Rat、混餌投与（25，500，2000ppm）、親：妊娠7～21日、児：生後21～77日   

親動物 

摂餌量1：25以上   

Fl  

体重1：25以上♂・2000♀  

他の毒性  

摂餌量＿1∴25以上♂  

摂水量†：2000♂♀  

′ ‖▼－、＿ 誼．  

・Rat、混餌投与（200，650，2000ppm）（15，50，160mg／kg／day）、3世代  

生殖毒性NOAEL：15mg化g／day（200pp皿）   

子宮重量†・膣開口早期化・卵巣1・精巣上体精子数1：650以上   

精巣精子細胞1：2000   

・Rat、強制経口（2，10，50mg／kg）、   

♂交配前12週間前より、♀交配前2週間前より妊娠・出産亀擾乳期まで  

一般毒性NOAEL：10mg化g  

ーユ．J   



定稿  
親生殖能NOAEL：50mgfkg  
肝†・腎†・下垂体†・胸腺1・TSH†：50♂  

・Rat 強制経口投与（75，150，300mgfkg／day）親：妊娠6～15日  
催奇形性はみとめられない  

母体毒性NOAEL：75mg／kg／day、発生毒性NOAEL：’300mgnig／day  

体重1・摂餌量1・死亡率†：300  
腎・牌臓の剖検所見：150以上  

変異原性  

・Ames試験什A1537，TA1535，TAlOO＞m98）：  
陰性（WithandwithoutmetAbolicactivation）  

・Ames試験（TA1537，TA1535，TAlOO，TA98，E．coliWP2uvrA）：  
陰性（Withandwithoutmetabolicactivation）  

・小核試験（マウス）：（陰性）  

・小核試験（マウス）：（陰性）   

人健康影  Ames試験及び染色体異常試験は陰性であるが、NOEL15mgFkg／dayであることから第二   

響判定根  

拠   

藻類生長  生物種：蝕び虞止血通月e混血β打ム鱒〆由由   

阻害   試験法：OECD・TG201  

培養方式：振とう培養  

試験濃度：設定濃度 0．46、1．0、2．2、4．6、10mg几  

実測濃度 0．26、0．61、1．7、3．8、9．2血g几（幾何平均値） 

助剤：DMF及びHCO－40（∂：1）100mg丑ト（最高濃度区）  

0て2bErC50（実測値に基づく）＞9．2mg瓜  

0－7211NOECr（実測値に基づく）＝0．26mg几   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ頻刀由皿脚∂   
急性遊泳  読験法：OECD－TG202   

阻害   試験方式：半止水式、24時間後に換水  

試験濃度：設定濃度 0．022、0．046、0，10、0．22、0．46mg瓜  

実測濃度 0．017、0．034、0．075、0．17、－（測定なし）・rmg／L（幾何平均値）  

助剤：DMF及びHCO－40（3‥1） 4．6mgnJ（最高濃度区）  

48hEiC50（実測値に基づく）＝0．059mg／L   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ頻月血皿β卯β   

繁殖阻害  

，ノイ   

試験濃度：設定濃度 0．010、0．022、0．046、0．10、0．22mg／L  
実測濃度 0．008、0．018、0．038、0．089、0，19mg／L（時間加重平均値）  

助剤‥DMF及びHCO－40（3‥1）2・2mg／L（最高濃畢型 ．、．．J疲‥ 

21dNOEC’一（実測値に基づく）＝0．089mg瓜‾■一 
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匪定稿   
魚類急性  生物種‥ヒメダカα：咋′ムg血卸eβ   

毒性   試験法：OECD・TG203  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

物質濃度：設定濃度 0．10、0．18、0．32、0．56、1．Omg几  

実測濃度 0．07、0．13、0．24、0．42、0．94mg／L（幾何平均値）  

助剤：DMF及びHCO－40（3：1）10mg几（最高濃度区）  

96hLC50（実測値に基づく）＝0．24mg几  

また、以下の濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

0．13mg几群：異常遊泳（24hlO／10、48hrlo／10、72brlO／10）  

0．24mg／L群：異常遊泳（24hrl／10、48br9／9、72br6／6、96br5／5）   
魚類初期  生物種：ヒメダカ伽由β血卸eβ   

生活段階  試験法：OECD－TG210   
毒性   試験方式：流水式  

物質濃度：設定濃度 0．0050、0．013、0．035、0．094、0．25mg几  

実測濃度 0．0051、0．012、0．033、0．087、0．24・mg／L（算術平均値）  

助剤：DMF 約10011L瓜  
NOEC（実測値に基づく）＝0．033mgrL  

【推定根拠 術化後の生存率、全暴露期間の生存率、正常個体率、体重、体長】   

他の毒性  ［化学物質の環境リスク評価 第2巻（環境省環境保健部環境リスク評価室）より引用］   

情報   ミジンコに対すろ毒性として  

・軸月血皿βg刀∂ 48hEC50＝0．085mg几  

・LWDjbB2P8m 48hEC50＝0．19mg几  

・軸血血R7ag刀a 21dNOEC＝0．024mg／L  

・頻月血皿∂g刀a 21dNOEC＝0．P7．1mg瓜  

・瑚Djb－LUagDa 21dNOEC＝0．077mg瓜  

・頻月元皿脚β 21dNOEC＝0．，10mg瓜  

・如月由皿∂g刀∂－21dNOEC＝0．12mg几  

魚類に対する毒性として  

・（ねc廟d〃g鱒座由g 96bLC50＝0．22mg几  

・Oncoz4yDCbus即必由 91dNOEC＝0．006mg／L  

・伽由g血卸eβ 56dNOEC＞1・．9mg瓜   

生態影響  ミジンコ急性遊泳阻害試験において48hEiC50＝0．059mg／L、ミジンコ繁殖阻害試験におい   

判定根拠  て21dNOEC＝0．089mg／L及び魚類初期生活段階試験においてNOEC＝0．033mg／Lである  

ことから、第三種監視化学物質相当。   

環境調査  検出範囲   検出限界  

※1′上’   S51   0／8  5（〃g／U  

S52   0／3  0．4（〃釘L）  
H9   0／123  1．1（〃g几）  

底質   S51  0／8  ・0．25（fLg／g－dry）  

S52  3／3   0．05～0．07（〃g／g－dry）  

H9   43／129  0．17～1．3（〃g／g一血y）   0．15（FLg／g－dry）  

魚類  

備考   ※1S52、S53、HlO版「化学物質と楓（環境省環雛健部環境安全課） 
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車主垂  
既存化学物質審査シート  

3‾828  CASNo・88‾85‾7   

リ定案  人健康影響 第二種監視化学物質相当（平成16年7月2日告示済み）  

生態影響 第三種監視化学物質相当   

名称  名 称：2；4－ジニトロー6－（1－メチルプロピル）フェノール  

構造式等  

02N   ーク、  
0クN  OH   

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

人健康影  第二種監視化学物質として、平成16年7月2日に奮示済み。   

響判定根  生殖毒性がみとめられることから化学物質排出把握管理促進法の第一種指定化学物質に   

拠   指定されており、人の健康に係る被害を生ずるおそれがあることから、第二種監視化学物  

質相当。   

藻類生長  生物種：月㌍ぴ（わ度血通刀撼由鱒ム（讃p血由   

阻害   試験法：OECD－TG201  

培養方式：振とう培養  

試験濃度：設定濃度 0．10、0．19、0．36、0，69、1．3、2．5mg几  

実測濃度 0．095、0．18、0．34、0．68、1．3、2．4mg／L（幾何平均値）  

助剤：DMF 98〃L瓜  
0－72bErC50（設定値に基づく）＝1．4mg／L  

0－72hNOECr（設定値に基づく）＝0．36mg瓜   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ頻月由皿∂卯∂   

急性遊泳  試験法：OECD－TG202   

阻害   試験方式：止水式  

試験硬度：設定濃度 0．20、0．36、0．63、1．1、2．Omg瓜  

実測濃度 0．18、0．34、0．60、1．0、1．9mg瓜（幾何平均値）  

助剤：DMf、3鋸L几  

48hEiC50（設定値に基づく）＝OAOmgrL   

ミジン耳■・  生物種一：オオミジンコ頻月血皿柳∂   

繁殖阻害  試験法：OECD－TG211  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

試験濃度：設定濃度 0・0080、0・02皇、0・0甲さ 

‖、▼ 

助剤：DMFlOO′1L几  
21dNOEC（設定値に基づく）＝0．062mg／L   
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生物種：ヒメダカ仇：I勿お血和郎  

試験法：OECD－TG203  
試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

物質濃度：設定濃度 0．060、0．090、0．13、0．20、0．30mg瓜  
実測濃度 0．059、0．OPl、0．13、0・20ヾ0．30mg几（幾何平均値）  

助剤：DMF lOOJ⊥UL  

96bLC50（実測値に基づく）＝0．28mg几   

また、以下の濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

0．20mg几群：異常遊泳（動作の緩慢）（72brl／9、96brl／9）  
0．30mg几群：異常遊泳（動作の緩慢）（24brl／8、48hr2／8、72br4／4、96br4／4）、  

表層集中（4払r3／8）  

ミジンコ急性遊泳阻害試験において48hEiC50＝0．40mg几、ミジンコ繁殖阻害試験におい  

て21dNOEC＝0．062mgfL及び魚類急性毒性試験において96hLC50＝0．28mg几であるこ  

とから、第三種監視化学物質相当。  

生態影響  

判定根拠  

〕、＿＿ヾJ   
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医頭  
既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・132‾65‾O  

整理番号   

判定案  生態影響 第三種監視化学物質相当  

名称  名 称：ジベンゾチオフェン  

構造式等  

；lSク、  
分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

藻類生長  生物種：fお打（わ血k通刀e混血相加叩血鹿   

阻害   試験法：OECD－TG201 

培養方式：振とう培養  

試験濃度：設定濃度 0．20、0．32、0．50、0．80、1．3、2．0、3．3mg几  

実測濃度 0．18、0．29、0．45、0．72、1．2、1．9、3．1mg几（初期実測値）  
0．14、0．22、0，33、0．55、0．97、1．7、2．8mg几（幾何平均値）  

助剤：TIiF及びHCO－40（11：140）100mg几  

0－72bErC50（幾何平均値に基づく）＝1．6血g瓜  

0て2hNOECr（幾何平均値に基づく）＝0．55mg几   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ妙血皿柳β   

急性遊泳  試験法：OECD－TG202   

阻害   試験方式：ヰ水式  

試験濃度：設定濃度 0．10、0．18、0．32、0．56、1．Omg瓜  

実測濃度 0．073、0．1岳、0．23、0．40、0．70mg几（幾何平均値）  

助剤：THF及びHCO－40（1：14） 30mg瓜  

48bEiC50（実測値に基づく）＝0．44mg／L   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ瑚月血皿βg刀β   

繁殖阻害  試験法：OECD－Td211  

試験方式：半止水式、週に3回換水  

試験濃度‥設定濃度 0．010、0．025、0．070、0．19、d月Omg札  

実測濃度 0．008、0．Oi9、0．054、0．15、0．43mg／L（時間加重平均値）  

助剤：DMF及びHCO－40 

21dNOEC（実測値に基づく）＝0．054mg／L   

．｝ ▼ J  
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匪定稿   
魚類急性  生物種：ヒメダカ伽血g血卸eg   
毒性   試験法：OECD－TG203  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

物質濃度：設定濃度 0．33、0．60、1．0、1．8、3．3mg瓜  
実測濃度 0．24、0．44、0．85、1．5、2．6mg几（幾何平均値）  

助剤：THF及びHCO・40（1：14）99mg几  
96bLC50（実測値に基づく）＝1．4mg／L  

また、以下の濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

0．33mg几群及び0，60・mg几群：異常遊泳（24b．rlO／10、48hrlO／10、72血rlO／10、9611rlO／10）  

1．Omg瓜群：異常遊泳（24brlO／10、48brlO／10、72br9／9、96br7／9）  

平衡喪失（96br2／9）  

1．8mg几群：異常遊泳（24brlO／10、48br7／9）  

平衡喪失（48br豆／9、72br6／6、96b．r5／5）   

魚類初期  生物種：ヒメダカ仇yz由ざ血卸eβ   

生活段階  試験法：OECD－TG210   
毒性   試験方式：卵・胚期 半止水式、3日以内に1回換水  

仔魚・稚魚期 流水式  

物質濃度：・設定濃度 0．010、0．032、0．10、0．32、1．Omg几  
実測濃度 0．0087、0．028、0．08臥0．27、0．88mg瓜  

（時間加重平均値（卵・胚期）及び算術平均値（仔魚・稚魚期））  

助剤：DMF及びHCO－60（1：1）80mg／L  

NOEC（設定値に基づく）＝0．032mg几 【推定根拠 体重、体長】   

生態影響  ミジンコ急性遊泳阻害試験において48b由C50＝0．44mg瓜、ミジンコ贋殖阻害試験におい   

判定根拠  て21dNOEC＝0．054mg／L、魚類急性毒性試験において96hLC50＝1．4mgrL及び魚類初期  
生活段階試験においてNOEC＝0．032mg／Lであることから、第三種監視化学物質相乳   

環境調査  検出範囲   検出下限値  

※1   水蜜   S58   0／45  0．05～0．1（〃g几）  
HlO   0／42  P．02（〃．g几）  

底質   S58   6／45   0．001～0．005（〝釘g－血y）  0．001～0．007（〟g／g一血y）  
10   28／39   0．0022～0．14（〃g／g▲心力・  0．00宰1（〟g／g一心カ  

魚類   HlO   15／39   0．00071～q．013（〃g／g－Wet）  0．00034（〟g／g－Wet）   

備考   ※1S59、Hll版「化学物質と環境」（環境省環境保健部環赦全課）   

I   
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転頭  
既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・91槻  
整理番号   

判定案  人健康影響 第二種監視化学物質相当  
（指定化学物質として昭和62年10月17日に告示済み）  

生態影響 第三種監視化学物質相当   

名称  
名 称：3，3’－ジクロロベンジジン  

構造式等  

H2N CI             Cl   ク’軋＿メ′ 彗 NH2  

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

人健康影  指定化学物質として、昭和62年10月17日に告示済み。   

響判定根  

拠   

藻類生長  生物種：fおぴ（わ丘血塊月血肋古び∂鱒〆由由   

阻害   試験法：OECD－TG201  

培養方式：静置培養（1日2回軽く撹拝）  

試験濃度：設定濃度 0．046、0．10、0．22、0．46、1．0、2．2、4．6、10mg／L  

実測濃度 0．021、0．041、0．10、0．19、0．67、2．1、3．8、6．1mg／L  
（幾何平均値）  

助剤：アセトン100mg／L  

0・72bErC50（実測値に基づく）＝1．4☆mg／L  

0－72bNOECr（実測値に基づく）＝0．15★mg／L  
＊試験は3，3，－ジクロロベンジジンニ塩酸塩で行っており、毒性値については3，3’  

一ジクロロベンジジンに換算した値を記載している。   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ軸ム刀由皿∂g刀β   

急性遊泳  試験法：OECD－TG202   

阻害  試験方式：半止水式、24時間後に換水  

試験濃度：設定濃度 0．75、1．0、1．3、1．8、2．4、3．2、4．2mg几  

実測濃度 0，′64、0．94、1．1、1．7、2．2、2．7、3．4mg／L（幾何平均値）  

助剤：アセトン42mg瓜  

イ■－■                48bEi（）50（実測値に基づく）＝1．9大mg／L  

＊試験は3，3，岬ジクロロベンジジンニ塩酸塩で行っており、毒性値については3，・3’  

－ジクロロベンジジンに換算した値を記載している。   

ミジンコ  生物種：オオ＝ミジンコ頻月血皿∂g刀β  正一 

繁殖阻害  試験法：OECD－TG211  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

試験濃度：設定濃度 0．10、0．18、0．32、0．56、1．Omg／L  

実測濃度 0．083、，0．16、0．27、0．47、0．89mg／L（時間加重平均値）  
助剤：DMSOlOO〃ⅠノL  

21dNOEC（実測値に基づく）＝0．36☆mg／L  
＊試験は3，3，一ジクロロベンジジンニ塩酸塩で行っており、毒性値については3，3’  

ージタロロベンジジンに換算した値を記載している。   
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生物種：ヒメダカ（加由β血卸eg  

試験法：OECD・TG203  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

物質濃度：設定濃度 0．32、0．42、0．56、0．75、1．0、1．3、  
実測濃度 0．20、0．26、0．41、0．51、0．86、1．2、  

1．8、2．4、3．2mg／L  

l．7、2．0、2．8mg几  

（幾何平均値）  

助剤：アセトン 32mg／L  

96bLC50（実測値に基づく）＝0．51☆mg／L  

＊試験は3，3’－ジクロロベンジジンニ塩酸塩で行っており、毒性値キこついては3，3’  

－ジクロロベンジジンに換算した値を記載している。  

また、以下の濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

0．41mg／L群：内出血また■はう・つ血（96brl／10）  

0．51mg瓜群：内出血またはうっ血（96hr2／7）  

0．86mg几群：不活発（24brl／10、48br5／9）  

異常遊泳（48b．r3／9、72hr4／6）、  

横転（48brl／9）  

内出血またはうっ血（96hr2／3）  

1．2mg几群：不活発（24br2／10、48br2／7）  

異常遊泳（48hrl／7、72brl／4）  

内出血またはうっ血（72brl／4、96brl化）  

1．7mg几群：不活発（24b．r5／10、48br2／2）  

内出血またはうっ血（72brl／1、96brl／1）  

生態影響  

判定根拠  

ミジンコ急性遊泳阻害試験において  48hEiC50＝1．9mg瓜であり、構造中に芳香族アミンを  

有すること、かつ魚類急性毒性試験において96hLC50＝0．51mg几であることから、第三  
種監視化学物質相当。  

環境調査  検出範囲   検出下限値  

※1   水質   S54   0／21  0．01～7（〃g几）  
H15   1／57   0．014（〃g几）   0．010（んg瓜）  

底質   S54   0／21  0．0003一－0．9（FLg／g－dry）  

魚類  

※1S55、H16版「化学物質と環境」（環境省環境保健部環境安全課）   

L＿ J  
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匪頭  
既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・10冊9  
整理番号   

腔案  人健康影響 第二種監視化学物質相当  

（指定化学物質として平成元年3月22日に告示済み）  

生態影響 第三種監視化学物質相当   

名称 名 称：4，4’－メチレンビスベンゼンアミン  

構造式等  

分解性  難分解性   

H2   H2N ゝ メ C 虹メ NH2  

蓄積性  高濃縮性でない   

人健康影■  指定化学物質として、平成元年3月22日に告示済み。   

響判定根  変異原性，反復投与毒性衰験において重要な影響及びがん原性がタとめられることから、   

拠   指定化学物質相当。   

藻類生長  生物種：蝕打地℃ム月e血ねgぴ∂喝〆由由   

阻害   試験法：OECD－TG201  

培養方式：振とう培養  

試験濃度：設定濃度 0．20、0．43、0．93、2．0、4．3、9．3、20mg／L  

実測濃度 0．18、0‥38、0・80、1・8、4・0、8・6、19mg几（幾何平均値）  

助剤：なし  

0－72IIErC50（実測値に基づく）＝I2mg几  

0－72hNOECr（実測値に基づく）＝4．Omg几   

ミジンコ  生物錘：オオミジンコ頻月血四βg刀∂   

急性遊泳  試験法：OECD－TG202   

阻害  試験方式：半止水式、24時間後に換水  

試験濃度：設定濃度 0．20、0．63、2．0、6．3、20、63、200mg几  

実測濃度 0．17、0．57、1．8、5．9、19、62、190mg／L（幾何平均値）  

助剤：なし  

48hEiC50（設定値に基づく）＝2．5mg瓜   

繁殖阻害  試験法：OECD－TG211  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  ミジンコ  生物種：オオミジンコ坤皿由皿聯∂          ＿哉験濃度：設定濃度 0．0060、0．019、0 ．060、0．19、0．60mg／L  

実測濃度 0，0052、0．0■18、0．060、0．18、0．59mg瓜（時間加重平均値）  

助剤：なし  

21dNOEC（実測値に基づく）＝0・0052mg隼  ＿．｝記 
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